
森
鴎
外
の
ド
イ
ツ
留
学
で
最
初
の
滞
在
地
は
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
・

一
八
八
四
年
一
○
月
二
二
日
か
ら
翌
年
一
○
月
二
日
の
間
で
あ

る
。
そ
の
間
ホ
フ
マ
ン
の
衛
生
学
教
室
で
研
修
し
た
。
私
は
文
京

区
立
鴎
外
記
念
図
書
館
所
蔵
の
留
学
時
代
ノ
ー
ト
を
詳
細
に
調
査

し
、
独
逸
日
記
の
記
載
と
合
わ
せ
て
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
の
衛
生

学
研
修
を
詮
索
し
た
の
で
報
告
す
る
。

ま
た
一
八
八
五
年
四
月
に
日
本
で
緒
方
正
規
が
脚
気
菌
を
発
見

し
た
と
の
発
表
に
ど
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
か
、
さ
ら
に
同
年

一
○
月
一
○
日
石
黒
軍
医
監
に
送
っ
た
「
日
本
兵
食
論
大
意
」
の

内
容
に
も
検
討
を
加
え
、
鴎
外
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
時
代
で
の
衛
生

学
の
研
修
成
果
を
考
察
し
た
い
。

ノ
ー
ト
の
内
容
を
項
目
別
に
ま
と
め
る
と
、
Ｈ
実
験
器
具
（
天

秤
、
ガ
ラ
ス
器
具
、
恒
温
箱
、
ガ
ス
炉
、
光
度
計
な
ど
）
の
説
明
と
図
、
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森
鴎
外
の
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
に
お
け
る

衛
生
学
研
修

武
智
秀
夫

口
尿
の
分
析
、
測
定
、
日
脂
肪
、
ブ
ド
ウ
糖
、
牛
乳
の
脂
肪
、
カ

ゼ
イ
ン
、
ア
ル
ブ
ミ
ン
の
測
定
、
日
本
米
分
析
、
日
本
茶
の
カ
フ

ェ
イ
ン
測
定
、
四
水
の
分
析
、
国
気
圧
、
温
度
、
湿
度
、
大
気
中

二
酸
化
炭
素
の
測
定
、
㈹
細
菌
培
養
法
、
細
菌
の
顕
微
鏡
観
察
、

㈲
文
献
筆
写
に
な
り
、
そ
の
ほ
か
自
身
の
体
重
測
定
記
録
（
三
カ

所
）
、
食
事
に
関
す
る
記
述
（
四
カ
所
）
が
あ
る
。
文
献
筆
写
に
よ
く

現
わ
れ
る
フ
リ
ュ
ッ
ゲ
と
い
う
記
載
は
一
八
八
一
年
版
国
信
鴨
“

Ｆ
ｇ
号
巨
３
号
戸
‐
国
昌
哩
①
自
尉
ｇ
ｇ
ご
自
扇
晶
巨
目
ロ
ロ
鴨
昌
の
ｇ
ａ
ｇ

の
部
分
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ノ
ー
ト
の
記
載
は
一
八
八

四
年
一
○
月
二
七
日
が
最
初
で
、
最
後
は
翌
年
八
月
一
日
。
こ
れ

か
ら
衛
生
学
教
室
で
の
研
修
は
一
八
八
四
年
冬
学
期
と
翌
年
の
夏

学
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
期
間
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
、

ド
レ
ス
デ
ン
で
の
負
傷
者
運
搬
演
習
参
加
、
ベ
ル
リ
ン
旅
行
を
抜

く
と
三
七
週
に
な
る
。
三
七
週
中
最
後
の
九
週
を
細
菌
実
習
に
、

二
八
週
を
化
学
的
定
量
の
実
習
に
当
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
医
学
研
究
は
観
察
の
み
で
は
不
完
全
で
、
物
理
学
や
化
学

と
同
様
に
実
験
す
る
こ
と
で
真
の
科
学
た
り
う
る
と
い
う
ク
ロ
ー

ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
考
え
方
が
大
き
い
う
ね
り
で
あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
で
も
ウ
ェ
ー
バ
ー
兄
弟
、
ョ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
と
そ
の
門
下
、
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カ
ー
ル
・
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
な
ど
も
同
じ
方
向
を
歩
ん
で
い
た
。
ホ

フ
マ
ン
の
教
室
で
の
研
修
を
終
え
た
時
点
で
、
鴎
外
は
単
に
実
験

技
術
を
修
得
し
た
の
み
で
な
く
、
こ
の
時
代
の
う
ね
り
を
理
解
し

た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
当
時
漸
く
医
学
の
一
分
野
と
し
て
認
知
さ

れ
始
め
て
い
た
衛
生
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
受
容
し
た
で

あ
ろ
う
か
。

緒
方
の
脚
気
菌
発
見
に
つ
い
て
、
発
表
一
カ
月
半
後
の
五
月
二

三
日
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
見
を
日
本
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
「
脚
気
菌

発
見
は
一
大
事
業
」
と
い
い
な
が
ら
も
「
今
ま
で
軍
医
部
で
行
っ

て
き
た
脚
気
の
統
計
は
脚
気
に
罹
病
す
る
者
の
特
有
性
に
関
す
る

こ
と
で
、
脚
気
が
細
菌
で
お
こ
る
と
い
う
の
は
一
病
の
通
有
性
に

関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
統
計
上
の
脚
気
取
調
べ
は
十
分
有

意
義
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
余
り
科
学
的
な
コ
メ
ン
ト
だ
と
は
い
え

ず
、
脚
気
細
菌
説
に
賛
同
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
で
書
き
上
げ
た
「
日
本
兵
食
論
大
意
」
は
初
め

の
方
で
「
米
食
ト
脚
気
ノ
関
係
有
無
ハ
余
敢
テ
説
カ
ズ
」
と
こ
と

わ
っ
た
上
で
ま
と
め
て
あ
る
。
こ
の
論
文
は
す
で
に
発
表
さ
れ
一

般
的
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
組
み
立
て
特
殊
な
課
題
を
説
明

す
る
演
輝
の
論
理
で
書
か
れ
た
総
説
で
あ
る
。
論
点
を
ま
と
め
る

と
Ｈ
日
本
海
軍
の
西
洋
食
採
用
へ
の
反
論
、
口
米
食
が
西
洋
食
に

お
と
ら
ぬ
こ
と
、
日
食
糧
の
国
内
自
給
自
足
、
四
兵
食
の
質
と
量

の
試
案
に
な
る
。
そ
し
て
米
食
に
不
安
を
抱
く
こ
と
は
な
く
、
兵

食
を
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
改
善
す
れ
ば
よ
い
と
結
論
し
て
い

る
。
こ
の
論
文
は
石
黒
の
賞
讃
を
え
て
い
る
。
鴎
外
が
ラ
イ
プ
チ

ッ
ヒ
を
去
る
に
当
っ
て
「
日
本
兵
食
論
大
意
」
を
提
出
し
た
モ
テ

ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
留
学
一
年
の
成
果
を
ス
ポ

ン
サ
ー
に
は
っ
き
り
し
た
形
で
提
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
多
く
の
文
学
者
は
こ
の
総
説
を
完
成
さ
せ
た
演
輝
の
手
法

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
科
学
的
に
眺
め
た
と
き
、
炭
水

化
物
、
脂
肪
、
蛋
白
質
、
無
機
塩
類
、
水
を
五
大
栄
養
素
と
し
、

カ
ロ
リ
ー
の
概
念
も
な
く
、
二
三
二
グ
ラ
ム
の
炭
水
化
物
と
一
○

○
グ
ラ
ム
の
脂
肪
を
等
価
と
し
て
蛋
白
と
無
窒
素
栄
養
質
（
脂
肪

換
算
）
の
比
を
根
檬
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
兵
食
の
質
と
量
と
を
具

体
的
に
示
し
た
こ
と
は
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
・
私
は
こ
の
「
日

本
兵
食
論
大
意
」
を
わ
が
国
の
栄
養
学
の
貴
重
な
歴
史
的
資
料
の

一
つ
と
考
え
た
い
。（

吉
備
高
原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
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